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   〇日 時 令和６年７月８日（月） 

16時から17時まで 

 

   〇場 所 教育長室 

  

 

   〇出席者 

 

     教育長         中 野 健 作 

教育長職務代理者    早 川 雅 子 

     教育委員        遠 矢 達 一 

     教育委員        浜 田 幸 史 

     教育委員        四郎園 佳 恵 

 

 

   〇関係者 

 

     教育次長        川 越  太 

     教育総務課長      隈 元 成 人 

     学校教育課長      新 屋 公 彦 

     生涯学習課長      宇 井 知 隆 

     教育総務課課長補佐   原 田 竜 哉 

教育総務課総務係長   東 倉  晃 
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〇議事日程 

    

１ 開会 

 

２ 前回議事録の承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

 

４ 議事 

(1) 議案第10号 鹿屋市外国語指導助手任用規則の一部改正について 

 

５ 報告  

(1) 鹿屋市議会６月定例会の一般質問について 

  

(2) いきいき歯っぴいメモリアル表彰式について 

 

(3) 台湾からの協定校訪問について 

  

(4) 令和６年度実施 鹿屋看護専門学校入学試験日程について 

 

(5) 鹿屋女子高等学校 部活動報告【大会結果】について 

  

(6) 鹿屋女子高等学校 第12回キッズチャレンジフェスタの実施について 

 

(7) かのやっ子わくわくアドベンチャーin屋久島について 

  

(8) 第６回鹿屋市高校生ビブリオバトル大会について 

 

(9) 令和６年度夏の子ども教室（短期講座）について 

  

(10) 文化財ウォッチングの開催について 

 

６ 動議の討論等 

 

７ その他 

 

８ 閉会 
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〇議決事項 

議案番号 件  名 審議の状況 採決次第 

議案第10号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿屋市外国語指導助手任用規則の一部改

正について 

特記事項なし 

 

 

 

 

  

原案可決 
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〇議事要旨  

１ 開  会 

教育長 みなさんこんにちは。 

静岡市では、気温が40度を計測したようだ。鹿児島でも35度前後で体

調管理が大変厳しい。学校では水泳の授業が始まっている。他県では小

学生が水の事故で亡くなる事故の報道があった。この時期になると水

難事故や熱中症など気が抜けない。 

午前中は、西原台小学校で学校計画訪問があり、本日は、四郎園委員

にも訪問していただいた。児童主体の授業を行うことは難しい部分も

あるが、指導方法など先生方が一生懸命取り組んでいる状況が分かっ

た。各学校は一生懸命取り組んでいるが、今の時代、前と同じことを繰

り返すだけでは陳腐化する。指導が必要な部分と、褒める部分を教育委

員会としては継続していく。 

本日も宜しくお願いしたい。 

２ 前回の議事録の承認 

 

教育長 

 

異議なく承認 

 

３ 教育長及び委員の報告 

早川委員 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

リナシティ内にあるマックスバリュが閉鎖後に、市立図書館が入る

のではないかという話を聞いたがどうか。利便性もあると思うが。 

 

そのような計画は現時点でない。 

 

現時点では未定であるが、市立図書館も文化会館と同様に老朽化し

ている。このような建築物の利用決定については、市のまちづくりの課

題の１つであり、良い方向性になるように協議が必要である。 

 

男女共学について。全国的にも鹿児島県内でも男女共学高校が増え

ている。ＮＨＫで、男女共学高校の特集が放送された。優秀な男子校が

あり、女子に門戸が開かれていないという内容であった。鹿屋女子高の

場合、男子の中に女子がいると、同調圧力で女子が男子に任せきりにな

るのではないか。女子高の存在意義は、格差是正のための措置にあると

思う。その位置づけをすると、女子高の存在意義があるのではないか

と、その特集を見て感じた。 

 

その点については、以前、今後の女子高について検討した。生徒会が

さまざまな行事のリーダーシップをとり、リーダーを育てる意味では
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有効に機能している。鹿屋市では、男女の進学先のバランスもあり、「育

てる。育つ。」このような視点もある。 

４  議事 

 

 

学校教育課長 

 

早川委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

(1) 議案第10号 鹿屋市外国語指導助手任用規則の一部改正について 

 

資料に基づき説明 

 

不利益な変更になるが問題にならないのか。全国的ということだが、

他の会計年度任用職員に比べると報酬がその分少ないだけでなく、不

利益に扱う等の問題にはならないのか。 

 

文科省のＪＥＴプログラムは、ＡＬＴの年間支給額は、年数に応じて

決められている。期末手当や勤勉手当の支給がなくても、金額で不利益

にならないように各月の支給額で調整されている。 

 

原案可決とすることに異議はないか。 

 

（異議なしとの発言） 

 

異議がないので、議案第10号は、原案可決とする。 

５ 報告 

 

 

教育次長 

 

遠矢委員 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

学校教育課長 

(1) 鹿屋市議会６月定例会の一般質問について 

 

資料に基づき説明 

 

「市民サイドに立った快適な街づくり」について、市民交流センター

の３階のスタッフルーム跡は、現在、倉庫として使っているのか。中央

公民館の講座で使用している公民館の備品の保管場所として使っては

どうか。活動場所がリナシティになり、リナシティに問い合わせをした

ところ、置場がなく個人で保管するように言われたが、あくまで中央公

民館の備品なので、個人宅に持ち帰るのはどうかと思うが。 

 

詳しく調べて検討する。 

 

(2) いきいき歯っぴいメモリアル表彰式について 

 

 資料に基づき説明 
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学校教育課長 

 

遠矢委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

四郎園委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

早川委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

早川委員 

 

 

 

 

 

 

(3) 台湾からの協定校訪問について 

 

 資料に基づき説明 

 

マンダリン小学校のホームステイは、受け入れ家族が13家庭のよう

だが、児童数が26名ということは、２名ずつ１家庭にホームステイする

ようにしていたのか。 

 

受け入れ人数の指定はないが、児童が寂しい思いをしないように、１

家庭で複数名受け入れていただくように配慮した。 

 

受け入れ先の決定はスムーズに決まったのか。 

 

何回か募集をかけたが、基本的には受け入れ家庭が積極的で何名で

も受け入れたいという家庭もあった。 

 

(4) 令和６年度実施 鹿屋看護専門学校入学試験日程について 

 

 資料に基づき説明 

 

Ｂ日程の受験資格の（1）に、高等学校又は中等教育学校を卒業した

者と記載があるが、最終学歴が中学校卒業でも受験資格があるという

ことか。 

 

中等教育学校は中高一貫校であるため、６年間通い最終学歴が高校

卒業となる。 

 

(5) 鹿屋女子高等学校 部活動報告【大会結果】について 

 

 資料に基づき説明 

 

鹿児島商業高等学校が会場となっている「ビジネス計算競技大会」

は、電卓の部と珠算の部があり、両部にエントリーできているが、鹿児

島女子高等学校が会場の「ワープロ競技大会」も同日に行われており、

会場の違いはあるが、同日の開催なので両方にエントリーすることは

できないのか。実務系大学は推薦で進学するケースもあり、就職にも１

種類でも多く資格取得をすることで女子高の強みになると思う。 
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学校教育課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

教育長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

遠矢委員 

「ビジネス計算競技大会」は、同会場で行われたが２種目の開始時間

を調整して実施されたようだ。「ワープロ競技大会」は、会場が違うた

め別な生徒が出場した。資格取得の基本になるのが、このような部活動

での取組であり、情報ビジネス科の生徒は商業系の資格取得において

優秀な成績を収めている。 

 

珠算の部で、団体総合競技と個人総合競技に同じ生徒が出場する形

になっているようだが、どういったことなのか。 

 

団体総合競技の成績により個人総合競技にも出場できる枠が決まる

からである。 

 

(6) 鹿屋女子高等学校 第12回キッズチャレンジフェスタの実施につ

いて 

 

 資料に基づき説明 

 

(7) かのやっ子わくわくアドベンチャーin屋久島について 

 

 資料に基づき説明 

 

(8) 第６回鹿屋市高校生ビブリオバトル大会について 

 

 資料に基づき説明 

 

主催は鹿屋市立図書館でよいか。予選から決勝戦に進んだ場合は、同

じ本でバトルするのか。チラシに観覧者募集とあるが、観覧者が投票で

きるか。 

 

鹿屋市立図書館が主催である。決勝戦も同じ本でバトルするが、予選

で伝えられなかったことを磨き上げて決勝戦で出す形になる。観覧者

全員に投票権がある。 

 

(9) 令和６年度夏の子ども教室（短期講座）について 

 

 資料に基づき説明 

 

 周知の手段は、回覧板で行うのか。 
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生涯学習課長 

 

四郎園委員 

 

 

 

 

教育長 

 

生涯学習課長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 子ども向けの講座であるので、全小学校にチラシを配布した。 

 

絵画教室や工作もあり、凄く人気がある。このような講座で夏休みの

宿題を済ませることもできる。小学校のＰＴＡで担任の先生から「夏休

みにしかできない体験をぜひやってみてください。」と声掛けがあり、

この声掛けが良いと感じた。 

 

住んでいる地域外の公民館講座の利用も可能なのか。 

 

利用可能である。 

 

(10) 文化財ウォッチングの開催について 

 

 資料に基づき説明 

 

６ 動議の討論 

 

教育長 

 

  

発言がないので、動議はないものとする。 

７ その他 

浜田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 中学校の部活動で練習試合をする場合に、各学校の先生方と話をす

るが、例年にない暑さや不祥事、病気休暇を取得される方がいるなか

で、先生方や管理職の負担が重くなっているのではないかと感じる。例

えば夏休み期間に先生方の話を聞くことや、管理職に負担が生じる場

合にも話を聞くだけでも気持ちの落ち着きが得られるのではないかと

間接的ではあるが感じる。 

 県立短大で公開講座を開催し、鹿屋市の話題も出した。高齢の参加者

の中には鹿屋に縁のある方も多く、話をする機会があった。小学校統廃

合や、台湾の小学校との交流、給食費の無償化などご存じであった。高

齢者でもインターネットで情報を得ていることを知り、情報発信の大

切さを改めて感じた。 

 

管理職は、指導する立場でありながらも精神的に大きな負担を抱え

て大変だと思う。大事なことであり、十分に配慮したい。 

 

次回の定例教育委員会は、令和６年８月７日（水）15時00分から教育

長室で行う。 
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８ 閉会 

 

教育長 

 

以上をもって７月定例教育委員会を閉会する。 

以上 

 


